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１	 研究の背景と目的	 

	 公民館は社会教育施設として,地域住民の自
主的な生涯学習を推進していくことを基本方

針としている。住宅としての和室ではなく,身
近な公共施設としての和室は,各施設によって
目的別に様々な設置形態がなされている。現在

でも,ほとんどの公民館に和室は設置されてい
る。しかし,和室とは,ただ畳が敷かれているだ
けで他の室との違いを示しているのではなく,
床の間や水屋,向きなど畳だけではない伝統的
要素や形式が存在する。公共としての和室とい

うものが,どのように利用され,構成されている
のかを分析することによって,公共和室として
の必要性を示すことが重要だと考える。 
	 本稿では,公民館にある和室の平面構成を平
面図から読み取り,主室と付属室（水屋と収納）
の規模を明らかにするとともに,公共和室にお
ける主室と付属室の構成を類型化し,分析する。 
2	 研究の対象と方法	 

	 研究の対象は,船橋市公民館（中央公民館を
除く）25館の和室53事例とする。表1に公民館
と和室の概略を示す。 
	 研究の方法は,はじめに各公民館の平面図か
ら和室（畳室も含む）と各構成要素を抽出し,
次いで,和室における構成要素と室構成を分類
し,類型化する。類型化したものを規模や構成
比,配置パターンから分析を行い,公共和室の構
成についてまとめる。 
3	 和室構成の類型化	 

3.1	 和室と各要素の構成	 

	 和室の各要素を簡略化し,和室と要素の接続

関係についてパターン化したものを図1に示す。	 

［舞台］	 和室に舞台が構成されているパター

ンとしては,53事例中1事例（2%）しかみられな	 

	 

	 

表1	 船橋市公民館一覧	 

 
	 

い。1事例しかみられないことから,他の和室と

は違う利用があると考えられる。	 
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［踏込］	 和室に踏込が構成されているパター

ンとしては,53事例中35事例（66%）みられる。	 

［収納］	 和室に収納が構成されているパター

ンとしては,53事例中45事例（85%）とほとんど

の場合接続している。収納は,座布団や椅子,

和机,サークル活動の備品,活動時の荷物入れ

などとして使うため,和室をより多目的な室と

して構成する要素と考えられる。	 

［床の間］	 和室に床の間が構成されているパ

ターンとしては,53事例中33事例（62%）みられ

る。床の間については,和室を構成する要素の

うち最も重要なしつらえのひとつとして考え

られるため,平図面にて確認できない和室につ

いては,調査し確認する必要がある。	 

［水屋］	 和室に水屋が構成されているパター

ンとしては,53事例中23事例（43%）みられる。

その中で,23事例中16事例（70%）が踏込,収納,

床の間を構成していることから,水屋が構成さ

れる場合は,本格的な和室として設置している

と考えられる。	 

3.2	 和室の室構成	 

［一室型］…独立して配置している和室	 

一室型の構成は34事例中14事例（41%）みられ,

その中で踏込,収納,床の間,水屋の４つを構成

しているのが14事例中6事例（43%）と最も多く

みられる。	 

［二室連続型］…二室が連続配置している和室	 

	 二室連続型の構成は34事例中19事例（56%）

みられ,その中で,一室型と同様に踏込,収納,	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 

	 

床の間,水屋の４つを構成しているのが19事例

中10事例（53%）と最も多くみられる。二室の

うち,どちらかもしくは両方に床の間が設置さ
れているパターンは19事例中18事例（95%）
ある。そのうち一方の和室のみ,床の間が構成
されていないのが18事例中11事例（61%）み
られる。同じく,どちらかもしくは水屋が設置
されているパターンは19事例中14事例（74%）
ある。そのうち一方の和室のみ,水屋が構成さ
れていないのが14事例中12事例（86%）みら
れる。	 

［分割型］…連続していないが接続されて配置

している和室	 

	 図1にある分割型として構成しているのが34

事例中1事例（3%）のみである。踏込により接

続しており,公民館の室構成により特殊なパタ

ーンとして配置されていると考えられる。	 

4	 和室に関する規模と構成比	 

4.1	 主室と付属室の規模	 

	 建設年と和室面積の関係を図2に示す。和室

面積は,建設年が新しくなるにつれて大きくな

る傾向がみられる。さらに,図3より付属室面積	 

は建設年に対し一定であるが,主室面積は増加

傾となっている。このことから和室面積を大き

くしているのは,主室であることがわかり,専

門分化するのではなく,主室を大きくすること	 

で,多目的な室としていることが考えられる。

各面積の平均は,主室が24.3㎡,水屋が2.4㎡,

収納が3.4㎡となっている。	 

図 1	 和室の構成パターン 
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主室の平均が15畳の定員30名規模というのは,

多目的な活動と構成要素によって専門的な活

動にも対応できると考えられる。	 

4.2	 主室と付属室の面積構成比	 

	 主室,水屋,収納,の規模について図4に示し,

図5に面積構成比を示す。各要素の割合平均は

主室が78%,	 収納が13%,水屋が9%となっている。

水屋が構成されている和室では,収納の面積は	 

小さいが,水屋が構成されていない和室では収

納の構成が大きくなっている。収納が大きいこ	 

とで,専門分化するのではなく,和室を多目的	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

な室としていることが考えられる。	 

5	 水屋,収納の配置と床の間の配置タイプ	 

5.1	 水屋,収納の配置タイプ	 

	 水屋と収納の出入り口に対する配置と床の間

の出入り口に対する配置をありえるパターン

で示したものを図6に示す。水屋,収納の各タイ
プの室数を図7に示す。図7より,水屋と収納の
配置タイプで最も多くみられるのがタイプC
で46事例中16事例（35%）,つぎがタイプFの
46事例中15事例（33%）となっている。入口
側に水屋,収納が配置されることが多いため,タ
イプB,D,Eの事例はみられない。 

図 2	 建設年に対する和室面積 

 
図 3	 建設年に対する主室と付属室面積 

 

図 4	 各和室の畳,収納,水屋の面積 

 

図 5	 畳,収納,水屋の面積構成比 
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5.2	 床の間の配置タイプ	 

	 床の間の各タイプを図8に示す。図8より,床
の間の配置タイプで最も多くみられるのがタ

イプAの30事例中26事例（87%）となっている。
入り口に対して左右に配置されているタイプ

Aは30事例中26事例 
（87%）みられ,前後に配置されているタイプ
CDは30事例中4事例（13%）みられる。 
5.3	 各配置タイプの分析	 

 	 和室には続き間や床の間の正面性,和室と
しての格式があがるといった特性があること

から,水屋,収納の配置と床の間には位置関係が 
強いと考えられるため,複合して分析する。水
屋,収納のタイプC,Fと床の間のタイプAとい 
うのは,続き間という観点から水屋,収納が入り
口側にあることで共有が可能となり,水屋を使 
用する利用行為が可能となると考えられる。床

の間については,正面性ということが要因とし 
て大きいと考えられるが,左右どちらかに床の
間が配置されることで,続き間とする場合にも
床の間を有する和室として使用することが可

能といえる。水屋,収納の配置タイプにB,D,E
についてみられないのは,床の間の配置タイプ
として,左右に配置されている割合が高いため
であると考えられる。床の間の配置タイプと	 

して,前後に配置されている割合が低いのは,正
面性と入り口との関係が要因として大きいと

考えられる。	 

	 

	 

	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

 
 
 
6	 まとめ 
［和室の構成パターン］	 

踏込,収納,床の間,水屋の４つを構成している

パターンが53事例中16事例（30%）と多く,一室

型（6事例）と二室連続型（10事例）ともに最

も多くみられる。	 

［和室の規模と構成比］	 

	 建設年に対する和室面積の増加傾向は主室

面積の増加が要因となっている。	 

［配置タイプ］ 
	 水屋,収納の配置パターンにおいてタイプ
B,D,Eについてみられず,二室連続型にみられ
る室構成との関係が強い。床の間の配置パター

ンにおいてはタイプAが30事例中26事例
（87%）みられることから,床の間に対して横
からのアプローチになるということが多い。 
	 今後の課題としては,平面図と実際の構成と

の確認が必要である。平面構成と利用実態によ

る行為との関係性を分析していき,公共の和室
の必要性を示していく。	 
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図 6	 水屋,収納の配置パターン（左）と床の間の配置パターン（右） 

 

図 7	 水屋,収納の配置タイプ 

 
図 8	 床の間の配置タイプ 
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